
出席者

場所

工　　種

測量 □撮影に障害となる雑木、下草等の取り払い

□地元作業　□市町作業　□受託者

□ ｸﾗｯｸ等不鮮明な部分について

□石灰　□赤スプレー　□白スプレー　□その他（　　　　　　　）

□□市町

□□農地＝被災箇所正面に左から右へとする　　　□その他

□□測点数は距離の長い場合でも3か所 □その他

□□ □

NO.0.0 NO.0.0

NO.0.0-00

　　　　(復旧延長始点をNO.０とする） （被災延長始点をNO.0とする）

□□従来方式（机上査定）　□簡易方式（実地査定）　□簡易方式とするが現地条件により従来方式も可

設計

全般 図面サイズ □ □Ａ１ □Ａ２ □その他（　　　　　　　　　　　　　　）

ＣＡＤﾃﾞｰﾀ様式 □ □ＳＦＣ □ＪＷＷ □その他（　　　　　　　　　　　　　　）

災害名 □ （ ）

平面図 縮尺 □□1/500 □1/250 □その他（　　/　　）

□N0.0　+3.0　N0.1　（終点はNO.1(+○○)とする）

□N0.0　+3.0　+○○　

□SECT　0.0

□記入する □記入しない □別途資料添付

□ａ □㎡

□測定3回平均 □測定2回平均

測定方法 □□座標法 □三斜法 □面測のみ　　　　　　□その他

傾斜度 □算定式記入する □記入しない

□延長表示する （□中間点のみ □起点終点）

□延長表示しない

限度額 □□記入する □記入しない

敷鉄板 □距離表示（　　　　　　　～　　　　　　　）例　昇降路始点～被災終点まで

取扱い □全て計上 □その他

小運搬 □□距離表示（　　　　　　　～　　　　　　　）例　昇降路始点～被災中間点まで

その他 □□湧水箇所記入する □湧水箇所記入しない

横断図 □□1/100 □その他（　　/　　）

□ □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ前面　　　　□その他

作成者

備　　　考

事業主体

日時

測点 □

□面積

□

内　　　　　　容項　　目

災害打合せ表(案）

□地盤交点

準備

測点

写真

査定杭

境界

縮尺

□受託者

□

昇降炉路
始点

終点



工　　種 備　　　考内　　　　　　容項　　目

横断図 度単位（度未満切り捨て）

□高さ寸法（Ｌ） □延長寸法（Ｈ）

崩壊線 □□記入する □記入しない

段切り線 □□記入する □記入しない

□記入する □中間点のみ □必要箇所

□記入しない

ブロック高 □ □10ｃｍ単位

ブロックＳＬ □ SL表記 □整数 □１位止め □２位止め

盛土高 □ □10ｃｍ単位

数量表示 □

□その他

土工 □□総単 □盛土（ｍ）

□実施 □掘削（㎡）、床堀（㎡）、埋戻（㎡）、盛土（㎡）

掘削 ○．〇

床堀 ○．〇

埋戻 ○．〇

盛土 ○．〇

法面工 □□総単 □張芝（Ｌ＝〇．〇）

□実施 □張芝（Ｌ＝〇．〇） □盛土法面仕上げ（Ｌ＝〇．〇）

擁壁工 □□総単 □ブロック積（ＳＬ＝〇．〇〇，〇．〇）

□実施 □ブロック積（ＳＬ＝〇．〇〇，〇．〇）

□人力荒仕上げ（l=〇．〇）

構造図 フトン篭 □横断図と段数は整合させる

ブロック積 □土質表記□あり □なし

縦断図 湧水箇所 □□記載する □記載しない

位置図 □□添付する □添付しない

図画タイトル小運搬表示 □表示場所□図面タイトルブロック外左上□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

□図面タイトルブロック外右上

□機械小運搬　Ｌ＝〇ｍ 小運搬　なし

□小運搬(機械）Ｌ＝〇ｍ 小運搬　なし

□その他

その他 数量計算 □□図面表記 □数量計算書 □その他（

土質条件 □□地区ごとに算定

田 □粘性土 □砂質土□礫質土

畑 □粘性土 □砂質土□礫質土

施設 □粘性土 □砂質土□礫質土

数量・積算

数量一覧 全体 □□数量の計上方法は平成　　年度土地改良工事数量算出要領に準じるものとする。

□□盛土（㎥）

排土30°の取扱い

□30°以下は計上しない □実施で対応　　□その他（　　　　　）

□□畦畔築立（ｍ）

□張芝（㎡）

土留工 □□フトン篭（ｍ）

施設は計上してもよい

□数量は査定用、実施用にレイヤ分けをすること。(例　レイヤ名：査定数量　実施数量）

□

□

すべり線

傾斜度

土工

□工種

□

畦畔天までの前法のみ、平均Ｈ＝1.0以下は計上しな
い（農地のみ）

法面工
□

□5ｃｍ単位□1ｃｍ単位

□1ｃｍ単位 □5ｃｍ単位

査
定



工　　種 備　　　考内　　　　　　容項　　目

数量一覧 □ブロック積（㎡） □計上しない

□ＳＬはｃｍ単位 □ＳＬは１０ｃｍ単位

水替工 □□簡便法 □積み上げ

□算定表 □積み上げ □計上しない

算定表購入土の場合 □土量換算する　□しない

敷鉄板 □□計上しない □計上する（計上した場合は小運搬は計上しない）

小運搬 □人力（Ｗ＝1.0未満） □機械（1.0≦Ｗ<2.0）

□距離算定の始点について（昇降路入口、降り口）

□ブロック積20ｍ以上は全て □フトン篭30ｍ控除

処分地 □□未定 □現地～処分地の距離算定 　　　□その他

全体 □□数量の計上方法は平成　　年度土地改良工事数量算出要領に準じるものとする。

土工 □□掘削（㎥）、床堀（㎥）、埋戻（㎥）、盛土（㎥）

□□盛土法面仕上げ（㎡）

□畦畔上工（ｍ）

□張芝（㎡）

□□フトン篭（ｍ）

□止杭（本）

□吸出防止材（㎡）

擁壁工 □ブロック積（㎡）

□ＳＬはｃｍ単位 □ＳＬは１０ｃｍ単位

□裏込砕石（㎥）

□基礎コンクリート（ｍ）

□人力荒仕上げ（㎡）

水替工 □□積み上げ
残土
購入土 □□積み上げ

敷鉄板 □□計上する □計上しない

小運搬 □□人力（Ｗ＝1.0未満） □機械（1.0≦Ｗ<2.0）

□距離算定の始点について（昇降路入口、降り口）

□ブロック積20ｍ以上は全て □フトン篭30ｍ控除

積算 小運搬 □□総単 □製品単価と小運搬単価を別項目で計上

□製品単価と小運搬単価を同じ項目で計上

その他注意事項

□

擁壁工

残土
購入土

□

□

施設は計上してもよい
法面工

□

実
施

査
定

土留工

畦畔天までの前法のみ、平均Ｈ＝1.0以下は計上しな
い（農地のみ）

査
定

計上した場合は小運搬は計上しない


